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【お問合せ先】 

豊川市役所 市民部 文化振興課 ミュージアム係 菅沼真衣 

TEL:0533-85-3775 メ―ル：bunka@city.toyokawa.lg.jp 

令和 2 年 10 月 19 日 
豊川市政記者クラブ加盟社 各位 

 
 

 

 

 

 

豊川市桜ヶ丘ミュージアムでは、三河とその周辺地域にゆかりのある原始・

古代の音を鳴らす器具「音具」を紹介する「特別展 いにしえの響き」を開催

します。会期中、ミュージアムコンサート・講演会も開催されます。 

古来人々が愛した「いにしえの響き」の世界に、思いを馳せてみませんか。 

 
記 

 

１ 会期  令和２年 11 月 14 日（土）～令和３年 1 月 11 日（月・祝） 

２ 時間  午前９時～午後５時まで（最終入場午後 4 時 30 分まで） 

      11 月 14 日は開会式のため観覧は午前 11 時～ 

３ 会場  豊川市桜ヶ丘ミュージアム第 1,2 展示室 

４ 休館日 月曜日（ただし 11 月 23 日、1 月 11 日は開館） 

      年末年始（12 月 28 日～1 月 4 日） 

５ 観覧料 一般 300 円／小中高大生 200 円／未就学児無料 

      各種障害者手帳お持ちの方とその介助者 1 名無料 

      ほの国子どもパスポートをお持ちの小中学生無料 

６ 主催  豊川市桜ヶ丘ミュージアム、中日新聞社 

７ 後援  愛知県教育委員会、豊川市教育員会、東海日日新聞社、 

東愛知新聞社 

８ その他 別添参照 
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❶どんな資料が展示されるのか 

主に三河とその周辺地域の「すず」を展示。炭焼 20 平号墳出土の鉄

鈴のほか、銅鐸、鈴がついた鏡(鈴
れ い

鏡
きょう

)、腕輪(鈴釧
すずくしろ

)、馬具(鏡板
かがみいた

や 

杏
ぎょう

葉
よ う

)、鈴をつけた様子がわかる馬形埴輪のほか、鈴のことを掲載 

する文献を紹介。 

また、国指定重要文化財が多度大社と八代神社からやってきます。 

〈展示協力者（抜粋）〉 

京都大学総合博物館、多度大社（三重県桑名市）、東京国立博物館、 

名古屋市博物館、八代神社（三重県鳥羽市神島町） 

❷講演会「銅鐸の謎」 

加藤安信氏 による講演会 

豊川市でも出土した弥生時代の金属器・銅鐸の謎に迫る。 

日時▶12 月 19 日（土）14 時～  会場▶豊川市文化会館 

参加費▶無料(ただし要本展覧会チケット) 

定員▶先着 70 名(事前予約制) 

❸講演会「東海としての『鈴
すず

鏡
かがみ

』」 

赤塚次郎氏(名古屋経済大学特任教授・NPO 法人ニワ里ねっと理事長)

による講演会 

東海地方で出土する古墳時代の鈴を配した不思議な鏡について 

日時▶1 月 10 日（日）14 時～  会場▶豊川市文化会館 

参加費▶無料(ただし要本展覧会チケット) 

定員▶先着 70 名(事前予約制) 

金銅五鈷鈴 

多度大社所蔵 

神島に奉献された鈴 八代神社所蔵 

詳細やその他の関連イベントについてはチラシをご覧ください 
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